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2. がんの診断

　『がん』と告げられるのは衝撃的なことです。『がんの疑いがある』と
言われてから『がん』と告げられるまでの間も不安だったと思います。
　がんの告知を受けたとき、大きな衝撃を受け、動揺するのは当然のこ
とです。「頭が真っ白になった」「ショックで涙が出た」「告知を受けた後、
どうやって家に帰ったのか思い出せない」という人もたくさんいます。
また、怒りが込み上げてきたり、気持ちが不安定になったりする人もい
ます。食欲がない、不安で眠れない、前向きな気持ちになれないなど、こ
うした心の動きは、誰にでも起こります。
　これから始まる治療をきちんと納得して受けるために、担当医から
きちんと説明を聞きましょう。

①説明前に準備すること

②説明のとき

2. がんの診断 

気になること、
わからないことを
書き出します

説明がわからない
時は、その場で確
認しましょう

後で確認できるよ
うにメモを取りま
しょう

書き出した内容を
整理し、優先順位
をつけます

質問することを
メモにま とめま
しょう

わからないことが
出てきたら、看護
師やがん相談窓口
に聞きましょう

●説明を受けるときのポイント !

※家族や親しい人に同席してもらうと、少し落ち着いて受け止めることが
できるかもしれません。また、聞き漏らしたことなどを確認することがで
きます。

●がんと告げられたら
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●診断について
・診断名（病名）は何ですか？
・がんはどの程度進行していますか？

●今後の予定について
・今後はどのような検査がありますか？
・どのような治療がありますか？
・治療による副作用などはありますか？

●社会生活について
・今まで通りの生活（仕事）が続けられますか？
・普段の生活について注意することはありますか？

質問例






















































































































































































